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二
四
四

大
鎗
一
加
。
闘
京
究
者
。
此
の
丹
は
乾
坤
の
卦
、
一
る
例
で
あ
っ
た
o
こ
の
氷
室
は
前
川
綱
紀
の
時
に
初
一
合
一
〉
玉
泉
寺
の
施
行

l
M怖
政
巾
に
は
滞
侠
…
践
に
大
一
ギ
ヨ
ク
ゾ
ウ
ジ
豆
穣
寺
羽
咋
榔
悦
彼
な
ろ
際

九
平
十
字
容
の
棋
を
併
し
、
一
よ
O
十
ま
で
の
敏
字
…
っ
た
も
の
で
、
兆
の
以
前
は
氷
を
石
川
郷
れ
仰
け
か
ら
一
般
あ
り
、
又
は
服
代
の
年
忌
法
曾
に
常
b
、
玉
泉
寺
一
懸
祉
の
枇
併
で
、
良
一
パ
宗
に
崩
し
た
が
、
明
治
元
一
年

の
起
源
そ
諭
排
し
た
も
の
。
般
に
文
化
J
牝
挺
膨
錨
一
泌
献
し
た
と
い
ふ
。
一
で
施
行
米
を
典
へ
る
倒
習
が
あ
っ
た
。
貧
民
を
門
前
一
跡
仰
山
尚
治
禁
止
の
後
復
附
し
た
。
能
資
名
跡
芯
に
、

燃
と
あ
0
、

同

年

上

梓

し

た

。

一

ギ

ヨ

タ

セ

ン

ジ

玉

泉

寺

ハ

一

〉

泊

芋

t
議
伸
一
二
一
地
に
集
め
て
只
鍛
を
制
べ
、
順
次
門
内
に
入
ら
し
め
一
吋
慨
一
波
村
に
玉
城
寺
と
云
員
三
↓
u

あ
0
0
十
誠
一
枇
一
都

ギ
ヨ
ク
セ
ン
イ
ン
玉
泉
腕
前
川
利
誌
の
夫
人
。
一
間
滋
に
在
っ
て
時
溺
に
幽
す
る
。
山
践
は
光
期
山
。
↑
て
之
を
煩
っ
た
の
で
あ
る
。
議
し
元
利
一
一
一
年
七
月
十
一
一
刻
の
枇
有
。
」
と
あ
る
。

織
川
一
館
長
の
一
点
女
で
、
州
市
一
一
発
出
向
の
側
室
集
計
此
び
五
寺
は
も
と
越
中
新
川
郡
新
庄
に
在
っ
て
浮
部
品
す
と
一
六
日
芳
一
容
院
法
行
の
際
、
資
閣
寺
で
大
法
曾
・
を
行
ひ
、
一
ギ
ヨ
タ
ソ
ウ
リ
ヨ
ウ
チ
ン
玉
里
民
珍
加

n
w一

徳
川
秀
山
ゅ
の
夫
人
袋
線
院
と
従
姉
妹
で
あ
る
o
天
正
一
い
う
た
が
、
そ
の
勉
協
に
官
公
を
記
つ
で
あ
っ
た
か
一
阿
川
・
浅
野
川
で
施
行
し
た
の
が
慌
簡
と
思
は
れ
る
一
制
宗
宗
徳
寺
の
開
山
。
相
撲
の
人
o
幼
に
し
て

m家
一

九
年
一
越
前
附
中
に
人
輿
し
、
利
日
比
の
必
ず
る
に
及
ん
一
ら
‘
前
山
川
利
伎
は
之
を
袋
般
し
て
路
長
十
六
年
商
附
…
が
、
之
を
玉
泉
寺
で
行
ふ
例
に
な
っ
た
こ
と
は
、
殴
一
し
、
諸
方
止
官
邸
時
V

・
一
服
し
て
治
老
を
必
ひ
、
永
搾
寺
に
一
七
一

で
剃
挺
し
て
去
泉
院
と
慨
し
、

hM附
か
ら
金
持
械
間
一
に
移
ら
し
め
、
利
日
記
の
繁
一
企
泉
院
は
利
M
R
姥
去
の
後
ト
作
所
笛
記
に
、
路
文
九
年
九
周
乞
食
御
殺
の
持
、
川
一
・
り
特
例
に
剥
し
、
止
っ
て
之
に
附
mm
ず
る
こ
と
二
年
一

九
に
移
O
住
ん
だ
o
元
利
九
年
一
万
什
凶

H
平
年
五
~
金
制
作
に
断
。
、
一
沌
和
三
一
年
一
父
之
を
金
持
の
呆
野
〈
後
一
川
は
玉
泉
寺
、
浅
野
川
は
東
本
願
寺
末
寺
で
施
刺
し
一
に
し
て
信
印
そ
付
せ
ら
れ
、
総
持
寺
に
川
悦
し
、
永
一

十
を
以
て
泌
公
o
法
制
仇
玉
泉
院
一
般
路
氷
点
大
姉
o
一
の
成
泉
寺
の
地
〉
に
越
し
た
o
是
を
以
て
夫
人
の
夜
一
た
の
を
初
見
と
し
、
そ
の
玉
泉
寺
の
み
と
な
っ
た
一
禅
寺
に
移
。
、
永
三
間
一
年
総
泉
寺
に
主
と
な
っ
た
o
一

ギ
ヨ
タ
セ
ツ
イ
ン
マ
ル
玉
泉
腕
九
金
鍔
城
内
一
後
抵
永
六
年
二
局
朔
日
に
京
・
り
、
寺
挺
を
玉
泉
寺
と
一
事
は
、
資
桝
六
年
五
月
八
・
九
日
松
山
去
公
三
十
三
間
忌
一
次
い
で
加
引
の
信
徒
郎
符
寺
を
築
い
て
之
に
的
ら
し
一

玉
泉
院
丸
は
古
へ
商
，
九
と
都
し
た
加
で
、
村
井
u
比
一
改
め
て
そ
の
脚
腕
に
治
て
バ
阿
南
水
を
別
常
と
し
、
ー
の
符
、
こ
L

で
施
行
し
た
の
が
初
か
も
知
れ
な
い
。
一
日
の
、
後
に
宗
徳
寺
と
股
め
た
。
明
腿
七
年
入
月
絞
。
一

艇
の
城
代
で
あ
っ
た
頃
は
、
こ
L
に
そ
の
第
が
あ
っ
一
法
飛
の
お
に

H
次
辿
白
紙
ー
を
似
し
、
辿
飲
料
何
年
米
十
一
ギ
ヨ
タ
セ
ン
ジ
玉
泉
寺
石
川
榔
入
輔
の
民
家
一
ギ
ヨ
ク
ダ
イ
イ
ン
去
直
院
大
明
寺
滞
市
筑
間
一

た
o
m脱
H
N
十
九
年
前
川
利
M
K
の
必
公
し
た
後
、
玉
泉
一
二
一
の
そ
術
館
し
た
。
そ
の
天
締
官
は
沈
永
九
年
十
一
一
の
北
方
に
玉
泉
寺
底
的
制
の
治
名
な
存
ず
る
。
白
山
富
一
代
前
川
利
れ
の
な
で
、
前
川
音
徳
に
子
議
せ
ら
れ
、
一

院
夫
人
は
越
巾
…
帥
附
で
剃
笈
し
て
金
制
作
に
来
。
、
一
一
月
焼
失
し
た
の
で
似
険
と
な
り
、
正
保
巾
利
治
は
誕
一
斑
鍛
諮
巾
記
録
貞
治
二
年
四
月
什
抗
日
の
僚
に
玉
泉
一
時
附
侠
市
郎
信
氏
の
室
と
な
っ
た
弓
剣
の
法
減
。
詠
一

時
府
丸
な
る
続
山
川
氏
知
の
家
に
山
内
し
た
が
、
そ
の
附
一
に
的
H
A
公
自
前
と
都
す
る
榊
像
を
こ
L
に

納

め

、

臨

安

一

坊

点

叩

躍

が

あ

る

の

は

是

で

あ

ら

う

。

一

し

〈

は

玉

得

院

浮

槻

宗

忠

大

妨

。

一

に
開
J

九
に
飢
令
を
遁
脅
し
、
入

n移
従
あ
0
、
従
一
二
年
雨
水
諮
化
し
、
市
純
代
。
て
別
常
と
な
っ
た
。
一
ギ
ヨ
ク
セ
ン
ジ
玉
泉
寺
鴎
京
郡
山
口
制
宗
総
持
一
ギ
ヨ
タ
デ
ン
ノ
イ
ヅ
ミ
玄
殿
泉
内
山
大
故
防
一

う
て
こ
の
曲
輸
を
玉
泉
院
桜
丸
と
群
ず
る
こ
と
に
な
一
純
計
に
‘
明
M
M
元
年
玉
泉
院
夫
人
の
一
一
一
十
一
一
而
忠
に
一
寺
山
内
に
在
っ
て
、
間
格
闘
妙
高
踏
に
節
し
て
ゐ
一
か
ら
北
部
今
脂
製
に
向
か
う
て
下
る
加
の
、
今
御
手
一

っ
た
。
元
利
九
年
玉
泉
院
泌
公
の
後
間
合
を
段
ち
、
一
伐
っ
た
が
、
之
に
先
だ
ち
て
放
路
一
ニ
-
年
寺
地
一
一
予
歩
…
た
。
臨
長
十
五
年
大
遜
業
徐
の
建
-X
に
係
る
o
今
は
一
・
水
鉢
と
い
ふ
も
の
、
こ
と
で
あ
る
。
白
山
氾
に
火
J

一

得
附

ω地
と
な
っ
て
ゐ
た
の
を
、
は
永
十
一
年
八

n
…
そ
一
一
市
川
泊
に
賜
ひ
、
・
神
殿
山
仰
常
-P・
新

鐙

し

、

寺

領

六

一

無

い

。

一

御

子

J

隙
の
こ
と
そ
叙
し
た
次
に
、
『
従
目
兆
下
-
抄
一
時
一

例
…
川
利
治
は
京
都
か
ら
開
城
し
、
そ
こ
に
山
路
地
主
工
十
一
ね
を
得
制
限
し
た
と
す
る
o
し
か
し
、
箆
文
七
年
一
間
一
ギ
ヨ
ク
セ
ン
ジ
マ
へ
玉
泉
寺
前
会
搾
玉
泉
寺
一
下
、
七
興
一
卜
情
、
有
-
一
大
椴

.bJ泉
水
石
白
書
m
，
泉
一
一

0
.
泉
お
そ
布
也
し
樹
木
そ
制
ゑ
た
o
そ
の
後
年
腕
一
純
の
も
の
し
た
玉
泉
寺
天
純
白
抑
札
に
そ
の
事
を
言
一
の
門
前
地
で
、
一
一
一
間
道
の
方
を
内
門
前
、
六
斗
林
の
一
雄
=
水
勢
一
ナ
館
、
出
場
P

ト
つ
人
数
千
人
蛾
v
披
ν
之
水
子
一
一

世
縦
て
、
品
川
も
山
林
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
燦
滞
の
一
は
ず
、
却
っ
て
跡
股
が
箆
永
九
年
の
後
似
遣
と
な
…
方
・
を
外
門
前
と
呼
ん
だ
。
そ
の
内
門
前
地
の
入
口
に
一
失
、
大
雨
伊
下
兆
・
水
一

Tmohと
見
え
る
。
一
一

後
木
-E
代
。
、
そ
の

.hは
名
く
役
六
川
の
明
治
製
品
一
。
、
仲
川
矢
立

.. 

る
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